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　　【はじめに】我’々は薄赤外分光法（NIRS）を用
いて安静時に対する相対値から運動時の骨格筋
有毒素的代謝の定性的な評価を行ってきた．今
回は磁気共鳴分光法（MRS）が骨格筋代謝率の定
量的測定が可能であることを利用し，NIRSに
より測定した運動時の骨格筋酸素消費量の妥当
性を検討した．
　　【方法】健常成人男性5名を被験者とし，ダ
イナミックなグリップ運動を1回はNIRS，もう
1回はMRSによる骨格筋代謝率測定のために行っ
た．骨格筋代謝のエネルギー源はATP，クレア
チンリン酸（PCr），解糖系及び有酸素系から供
給されるが，NIRSは骨格筋酸素消費量（有酸
素系）を，MRSはATP及びPCr濃度の測定が可
能である．そこで運動時の骨格筋代謝率を定量
するために，NIRSによる測定においては有酸
素系以外からのエネルギー源の供給がなく，
MRSによる測定においては筋内のPCr分解以外
からのエネルギー源の供給が生じないような条
件設定を行った．このような条件下ではNIRS
により測定された酸素消費量とMRSにより測定
されたPCr分解率がそれぞれの運動に必要な
ATP量を反映していると考えられた．
　【結果及び考察】NIRSを用いて測定した運
動時の骨格筋代謝率（酸素消費量）とMRSを用
いて測定した運動時の骨格筋代謝率（PCr分解
率）を比較するため，測定値を単位時間内に消
費されたATP濃度に換算した．その結果，酸素
消費量は0．043±0．OlOmMATP／s，　PCr分解率は
0．058±0．O13　mM　ATP／sとなり，両者はほぼ同
等な値となった．
　現在，非侵襲的な骨格筋エネルギー代謝研究
において最も信頼されているMRSによる測定値
とNIRSによる測定値がほぼ一致し，　NIRSの妥
当性が確認された．
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［目的］我々は、骨芽細胞様細胞株（MC3T3－E1）
に対して変動電磁場刺激を様々な条件で与え研究
を行い、至適条件では細胞の増殖能や分化能を促
進する作用がある事等がわかってきた。
　今回更に、変動電磁場刺激がType－ICollag－
en，　Osteocalcin等の細胞外基質に与える影響につ
いて着目し、検討したので報告する。
［方法］MC3T3－E1細胞を用い、10％FBS添加a－
MEMにて継代培養を行った。直径3．5㎝のplas－
tic　dishに1．8×104／c㎡の密度にて細胞を播種
し、DNA合成能を促進する至適条件で電磁場刺
激を与え、1週ごとに5週目まで抗Type－1　Co　l－
lagen，Osteocalcin抗体を用いた免疫染色にて、
骨芽細胞の発現するType　一ICollagen，　Osteoca－
lcinを観察した。更に、　micro　titre　plateに5
×IO3／we11の密度にて細胞を播種し、　DNA合成
能を促進する至適条件で電磁場刺激を与え、1週
半とに5週目までELISA法にて骨芽細胞の産生す
るType－1　Collagen，　Osteocalcinを測定した。
［結果］免疫染色では、Type－ICollagen，　Ost－
eocalcin共に細胞質から細胞外基質にかけて広範
に染色性を認めたが、非刺激群，電磁場刺激群間
に明らかな差を認めなかった。　ELISA法において、
Type－Icollagenは非刺激群に比して電磁場刺激
群では、培養1，3，5週目では有意に高値を示した。
Osteocalcinは非刺激群に比して電磁場刺激群で
は、培養2，　3週目では有意に低値を示した。
［考察］骨面沈着はCollagen繊維上に進行すると
されるが、このCollagenの大部分はType　一Icol－
1agenで、その産生能は電磁場刺激により促進さ
れた。また、Osteocalcinはハイドロキシアパタ
イトが微小な核から結晶化する過程を抑えると考
えられているが、その産生能は電磁場刺激により
抑制された。この結果が、変動電磁場刺激による
骨化促進過程を担っているものと推察された。
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